
（別紙３）

～ R７年１２月３１日

（対象者数） ２名 （回答者数） １名

～ R７年１２月３１日

（対象者数） ６名 （回答者数）
６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

定期的に、フランチャイズ本部によりスーパーバイザーが訪

問し面談がある。

2

研修参加に、積極性を重んじる。

3

お互いを思いやる心を大切に

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・ミーティングを強化し、情報交換を行い支援統一を図る。

・報連相を、忘れない。

2
・利用されているお子様の特性に合わせた研修に参加し、ス

タッフのスキルを高めております。

・フランチャイズでもあり、他のチャイルド関係事業所の専

門職の方に相談させて頂いたり、時には訪問してもらう。

3

○事業所名 チャイルドハート飯塚

○保護者評価実施期間
R7年１１月１０日

○保護者評価有効回答数

R7年１１月１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年３月１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

年齢と経験値の違いもあり、スタッフの考え方や捉え方の違い

が見られる。

それぞれ適切な研修を取り組む、スキルアップを図る。

理学療法士や作業療法士、言語聴覚士などの専門職の方がいな

い。
・求人募集を図る。

・フランチャイズでもあり、他のチャイルド事業所の専門職の

方に相談する。

フランチャイズという事で、悩みなど相談できる環境でもあ

り、直ぐに対応してもらい不安を取り除ける。

定期的に、お話が出来る場を用意してもらい、声を出せる環境

を設けてもらう。

様々な研修に参加でき、スキルアップに繋げられる。

意欲的に、参加できるモチベーションアップに繋げる。

スタッフ全員が、経験年数５年以上の職員であります。安定感

があり、専門性の深化でもあり信頼の蓄積があります。

居心地の良い職場作りを心掛けております。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ R７年１２月３１日

（対象者数） 17名 （回答者数） 11名

～ R７年１２月３１日

（対象者数） ６名 （回答者数）
６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
定期的に、フランチャイズ本部によりスーパーバイザーが訪

問し面談がある。

2 研修参加に、積極性を重んじる。

3 お互いを思いやる心を大切に

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・ミーティングを強化し、支援統一を行う。

・報連相を、忘れない。

2

3

フランチャイズという事で、悩みなど相談できる環境でもあ

り、直ぐに対応してもらい不安を取り除ける。

定期的に、お話が出来る場を用意してもらい、声を出せる環境

を設けてもらう。

様々な研修に参加でき、スキルアップに繋げられる。

意欲的に、参加できるモチベーションアップに繋げる。

スタッフ全員が、経験年数５年以上の職員であります。安定感

があり、専門性の深化でもあり信頼の蓄積があります。

居心地の良い職場作りを心掛けております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

年齢と経験値の違いもあり、スタッフの考え方や捉え方の違い

が見られ,支援のずれが見られる。

それぞれ適切な研修を取り組む、スキルアップを図る。

R7年１１月１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年２月５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 チャイルドハート飯塚

○保護者評価実施期間
R7年１１月１０日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービスにおける自己評価総括表公表



チャイルドハート飯塚
公表日 2025年2月15日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

6

活動に応じて、必要なスペースの確保を行っ

ています。

机やラックの配置やサイズなどの工夫が必要

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
6

適切な基準の人員配置で支援させて頂いてお

ります。

お子様の特性に合わせた人員配置を目指し、

特に個別活動の必要なお子様には、きめ細か

い配置計画が必要と考えます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
5 1

お子様に分かりやすい導線なども考慮した環

境になっております。お子様の特性に合わせ

た環境設備に整え、情報伝達なども展示して

おります。

出入口が階段の為、フェ―スなども用意し安

全面に考慮しているが、その都度、問題があ

る場合は改善していきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

6

お子様達が、安心して安全に心地よく過ごせ

るように、衛生面にも力を入れております。

お子様の活動に合わせた過ごしやすい空間と

なっております。

文具や調理道具などの収納状況を今一度点検

し、安全管理に努めていきます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
6

お子様の状況に応じて、個別の静養室など提

供しております。

静養室での使いやすいが十分ではないので、

お子様に合わせた環境整備となるように注意

します。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
6

毎日の朝礼や終礼での報告、連絡を行い対応

方法や対策を講じながら次の目標や設定に繋

げられるように職員で参画している。

業務の統一や改善など、全職員に周知してい

るが、業務の統一を図る事が難しい所があ

る。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。

6

保護者様や利用者様の声に耳を傾け必要な支

援や療育を取り入れて行っており、また、ア

ンケート調査を実施しニーズに合った支援が

出来るように工夫しております。

送迎時など日頃からコミュニケーションを行

いながら保護者様からの相談等を受けやすい

環境を作って行く。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
6

日々の情報や課題が共有出来るように会議や朝礼

等で報告と確認を行い、職員で共有しながら適切

に支援が出来るように行っております。

職員間での意見が出し合いやすい環境を作

り、業務の統一性を図る。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
6

チャイルドハートFC本部での毎年評価をして

頂き、問題点に関しては果然していくように

行っております。

評価されたことを職員間で周知し改善を行っ

ていったり、工夫出来るように環境を整えて

いる。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

6

チャイルドハートFC本部での年間研修に受講

したり、地域や県の研修を積極的に参加し、

職員間で共有しながらスキルアップに心掛け

ております。

必要な研修を受け、会議等で報告と記録を素

早く行い、常に確認出来るように行ってい

る。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

6

５領域に特化した、支援プログラムを作成

し、保護者様や職員に周知しております。

ホームページにも掲示しております。

職員間での支援プログラムの把握が不十分な

所あり、業務の統一性を図る。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。
6

定期的に保護者様や利用者様のお話を聞きながら

ニーズや課題の分析を行い個別支援計画書等に繁

栄し適切な支援が行えるように職員間で共有して

おります。

定期的にモニタリング等を行いアセスメント制作

に繋げています。利用者様や保護者様のニーズを

考慮した個別支援計画書を作成する。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。  6

毎月の児発管が作成した個別計画案についてカン

ファレンスを行い個別計画書について確認を行い

共通理解し利用者様にとっての最善の利益を考慮

し検討している。

個別支援計画書を、保護者様に説明を行っている

が、相手に寄り添い保護者様に合わせた説明で

行っているか？今後も、気をつけていきます。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
6

個別計画書を、職員間で共有し、支援が計画

に沿った内容であるか？個人の支援記録など

で確認やミーティングなどでも確認する。

毎日、個別支援計画書にあった支援ができて

いたかを十分な記録に残していく。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 6

少なくとも6ヶ月に1回は担当機関または保護

者様と担当者会議等を行いアセスメントの見

直しを行っている。

毎日の支援記録を行い利用者の行動や困り感を職

員で周知できるように行っている。また、出来な

かった場合の理由も記録し周知している。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。 6

個別支援計画書には、ガイドライン等に沿っ

て５領域も踏まえながらお子様の困り感を適

切に療育出来るように支援内容を設定してお

ります。

各ガイドラインやマニュアルなどいつでも見

られるように整理しており確認しながら、個

別支援計画の支援内容が適切かの見直しを

行っている。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

6

毎日のイベントや療育の内容を皆で話し会い

ながらチームで行っている。また、その日の

担当を決めリーダーシップに図る。

朝礼で、1日のスケジュールを確認するが、全

員の方向性の統一化が必要

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

6

固定しないようにイベント表を作成し利用者

にもっとも必要な運動や療育を取り入れ、お

子様に様々な体験を行ってもらいます。

毎日のイベント表に沿った内容で遊びを入れ

ながら楽しく療育が行えるように工夫し行っ

ている。

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

児童発達支援自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

6

利用者様の特性に応じた個別活動と集団活動

が出来るようにスケジュールを組み毎日行っ

ています。

個別活動への職員の関わり方（支援・声掛

け・見守り）について組織的かつ計画的にそ

の方法を決定し、職員全員に周知する必要と

感じている。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 6

毎日朝礼で、スケジュールや利用者様の支援

を確認し職員で連携が取れるように行ってい

る。

本日行う支援について話し合いを朝礼で行

い、終礼で子ども達の様子や支援について振

り返りを行っている。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

6

終礼時に、支援内容や利用者様の様子などを

振り返り、気付いた点など共有し次の支援に

繋げられるように行っている。

事故に発生しやすい事例等をヒヤリハットで

確認しながら事前に防げるように対策や環境

を整えるように柔軟に改善と考えておりま

す。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。

6

毎日の支援が個別支援計画書に添って行われ

たかを支援計画書に記入し、その日にあった

事柄についても記入するように行っている。

行った支援について利用者様に個別支援計画

書に沿って行われたかをなど５領域について

どのような支援を行ったのかを記録し、支援

の検証・改善に繋げる。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。

6

定期的にモニタリングを行い個別支援計画書

の見直しを行っている。また、職員からも支

援の様子を聞き適切な見直しを行っている。

職員の話しやモニタリングを行い利用者様の

最善な利益が持てるように個別支援計画書の

作成を行っている。

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

6

関係機関との担当者会議等を行い、利用者様

の状況を話し合い連携をとっている。

カンファレンス等で利用者様の様子や困り感等を

スタッフと話し合い、その状況を各関係機関に報

告していきたいと考える。

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
6

協力機関の病院に怪我をした場合など連絡を

行い対応をして頂いている。

利用者様の行きつけの病院がある場合は保護

者様に相談のうえ対応をお願いしている。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。
6

職員に応じたインクルージョン推進を行い個

性を大切にしながら多種多様な考えや価値観

を生かせるように支援に関わり工夫を行って

いる。

利用者様の利益を尊重し、各関係機関などと

状況を報告しながら行っていきたいと考えま

す。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
6

就学時の移行については学校担任や関係機関

と状況を共有しながら相互理解を図ってい

る。

就学時の移行については、関係機関と状況を

共有出来るように保護者様了承のうえ行って

いる。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
6

各地域の図書館や公共施設を利用し、出会っ

た他のお子様との活動は少しあります。

今後は、交流の場も沢山持てるように相互理解を

図っていきます。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
6

保護者様とは、送迎時の面談や連絡帳、ソー

シャルネットワークなどの活用し、お子様の

様子を報告するように行っている。

課題について、共通理解が出来ているか？今

後も、課題とその解決方法を共有し情報交換

に努めて参ります。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 6

毎月のお便りや本部発行のニュースレターな

どで情報誌をお渡ししながら子育ての悩みや

手助けが出来るように行っている。

保護者会を行いペアレントトレーニング等も

行っていきたい。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。

6

契約時には、利用規約・運営規程・支援の指

針や内容・利用者負担額や上限額管理の仕組

みと利用方法を用いたお話しをしておりま

す。

保護者様と利用者様が納得して利用になるよ

うにわかりやすく説明を相手に合わせた丁寧

な説明を心掛けています。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。 6

個別支援計画書については利用者様や保護者

様のニーズを聞き整理したうえで利用者様の

最善の利益を考慮し制作している。

利用者様の困り感が何なのかをその時の状況など

考慮しながら小さな挑戦が行えるようにスモール

ステップの目標を心掛けております。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。

6

個別支援計画書については、モニタリングを

行いカンファレンスを行った上で作成した本

案を保護者様に説明し同意を得ています。

保護者様には個別支援計画署をわかりやすく

説明を行い署名同意を心掛けております。
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6

利用者様によっては必要な助言を受けてい

る。

ご案内を頂けたら研修にも参加したいです。

28



38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。

6

保護者様とのコミュニケーションを取りなが

らお家での困り感等を相談してもらい、必要

に応じて面談や助言を行っている。

保護者様の相談等には誠意に向き合い悩みや

関わり方など子育てをサポートできるように

行っていきます。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。
6

コロナの中で行えなかったが保護者会を実施

する事が出来たので定期的に行い、保護者様

同士の交流が出来るように今後行っていきま

す。

保護者会では兄妹等も一緒にこれるように行

い安心して参加出来るように設定しておこ

なった。今後は保護者様同士の交流ができ、

沢山の方がお越し頂けるような楽しいイベン

ト考えていきます。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。 6

保護者様の相談にはできるだけ前向きに検討

し、迅速に対応しています。

保護者様も相談や申し入れについて対応を行

い、必要であれば関係機関等に相談を行い解

決出来るように行っていきます。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。 6

毎月、おたよりと本部発行情報誌を保護者様

にお渡し、ブログやインスタでも活動内容を

掲載しています。

色んな活動を知って頂けるよう周知し、安心

して利用して頂蹴るように行っております。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

6

個人情報については鍵付きの棚に保管してい

るまた、SNSなどでは利用者様の顔が出ない

ように行っている。

職員契約時に個人情報についての守秘義務を

徹底されています。また、研修等も行ってお

ります。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
6

言葉だけでは理解出来ない利用者様もいるの

で視覚で分かるようにパネル等やタイマーな

どを取り入れ支援を行っている。

保護者様については気軽に、携帯（ハートリ

ンクやライン）で連絡や利用者様の様子を見

られるように行っている。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
6

コロナの影響で行えなかったが地域に役立つ

ようにボランティア活動などを取り入れてい

る。

ゴミ拾いや掃除を行って地域に貢献できるよ

うに行っていく。また、老人施設訪問など取

り入れていきたい。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 6

各マニュアルに基づき職員でシュミレーショ

ンを行いながら利用者様と訓練を行ってい

る。

各マニュアルについて周知し、訓練やシュミ

レーションを行って日頃の災害等に落ち着い

て行動出来るように行っている。

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
6

BCPの計画に基づき、非常災害に備え、避難

訓練等を実施している。また、非常用の水や

防犯リュック等を備えている。

災害が起った後にどのように対策を行うかな

どBCPについてもマニュアルや安全計画を参

考に行っております。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
6

利用者様の状況を把握し、アレルギー等の把

握を職員で周知している。

服薬や予防接種をした場合は保護者様から連絡を

頂き視察しながら様子を見るようにしている。、

何か変った事があった場合は連絡を行っている。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
6

食物アレルギーのある利用者様については、

医師の結果表等を基に周知し対応している。

毎日におやつ等にも気を配り、食べられるも

のを準備したり様子を見ながら支援を行って

おります。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
6

安全計画を作成し定期的に研修や訓練を行っ

ている。

イベント等に取り入れ色んなパターンの災害

についてシュミレーションを行い安全に避難

出来るように訓練を行っております。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
6

保護者会で安全対策について周知を行い安全

計画について理解し連携して頂けるよう行っ

た。

災害が起きた場合の避難場所の周知や連絡手

段等を理解して頂けるように保護者会等で周

知し、お便り等でも周知しています。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
6

ヒヤリハットの事例の共有と対策を話し合い

未然に防げるようにしている。

チャイルドハートの他事業所の事例について

も周知し共有していく。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
6

虐待防止の為虐待研修や身体拘束研修など受

けなが適切な対応が出来るように行ってい

る。

どのようなことが虐待になるのかを虐待委員会で

話し会い困った時には一人で考え行動せずに上司

や同僚に話しを行うようにしている。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。 6

身体拘束を行わなければならない利用者様はいま

せんが、やむを得ない場合については相談員さん

や利用者様と保護者様に確認をしたうえで行うよ

うになっている。

身体拘束の研修を毎年受けながら理解し、勝手な

行動を取らずに相談するようにする。また、職員

間でコミュニケーションを取り話せるようにす

る。
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チャイルドハート飯塚
公表日 　　　R８年２月１５日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

6

活動に応じて、必要なスペースの確保を行っ

ています。

机やラックの配置やサイズなどの工夫が必要

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
6

適切な基準の人員配置で支援させて頂いてお

ります。

お子様の特性に合わせた人員配置を目指し、

特に個別活動の必要なお子様には、きめ細か

い配置計画が必要と考えます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。
5 1

お子様に分かりやすい導線なども考慮した環

境になっております。お子様の特性に合わせ

た環境設備に整え、情報伝達なども展示して

おります。

出入口が階段の為、フェンスなども用意し安

全面に考慮しているが、その都度、問題があ

る場合は改善していきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

6

お子様達が、安心して安全に心地よく過ごせ

るように、衛生面にも力を入れております。

お子様の活動に合わせた過ごしやすい空間と

なっております。

文具や調理道具などの収納状況を今一度点検

し、安全管理に努めていきます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
6

お子様の状況に応じて、個別の静養室など提

供しております。

静養室での使やすいが十分ではないので、お

子様に合わせた環境整備となるように注意し

ます。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
6

毎日の朝礼や終礼での報告、連絡を行い対応

方法や対策を講じながら次の目標や設定に繋

げられるように職員で参画している。

業務の統一や改善など、全職員に周知してい

るが、業務の統一を図る事が難しい所があ

る。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。

6

保護者様や利用者様の声に耳を傾け必要な支

援や療育を取り入れて行っており、また、ア

ンケート調査を実施しニーズに合った支援が

出来るように工夫しております。

送迎時など日頃からコミュニケーションを行

いながら保護者様からの相談等を受けやすい

環境を作って行く。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
6

日々の情報や課題が共有出来るように会議や朝礼

等で報告と確認を行い、職員で共有しながら適切

に支援が出来るように行っております。

職員間での意見が出し合いやすい環境を作

り、業務の統一性を図る。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
6

チャイルドハートFC本部での毎年評価をして

頂き、問題点に関しては果然していくように

行っております。

評価されたことを職員間で周知し改善を行っ

ていったり、工夫出来るように環境を整えて

いる。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。

6

チャイルドハートFC本部での年間研修に受講

したり、地域や県の研修を積極的に参加し、

職員間で共有しながらスキルアップに心掛け

ております。

必要な研修を受け、会議等で報告と記録を素

早く行い、常に確認出来るように行ってい

る。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

6

５領域に特化した、支援プログラムを作成

し、保護者様や職員に周知しております。

ホームページにも掲示しております。

職員間での支援プログラムの把握が不十分な

所あり、業務の統一性を図る。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。
6

定期的に保護者様や利用者様のお話を聞きながら

ニーズや課題の分析を行い個別支援計画書等に繁

栄し適切な支援が行えるように職員間で共有して

おります。

定期的にモニタリング等を行いアセスメント制作

に繋げています。利用者様や保護者様のニーズを

考慮した個別支援計画書を作成する。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 
6

毎月の児発管が作成した個別計画案についてカン

ファレンスを行い個別計画書について確認を行い

共通理解し利用者様にとっての最善の利益を考慮

し検討している。

個別支援計画書を、保護者様に説明を行う際に、

寄り添い保護者様に合わせた説明が行えるよう

に、今後も気をつけていきます。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
6

個別計画書を、職員間で共有し、支援が計画

に沿った内容であるか？個人の支援記録など

で確認やミーティングなどでも確認する。

毎日、個別支援計画書にあった支援ができて

いたかを十分な記録に残していく。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 6

少なくとも6ヶ月に1回は担当機関または保護

者様と担当者会議等を行いアセスメントの見

直しを行っている。

毎日の支援記録を行い利用者の行動や困り感を職

員で周知できるように行っている。また、出来な

かった場合の理由も記録し周知している。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
6

個別支援計画書には、ガイドライン等に沿っ

て５領域も踏まえながらお子様の困り感を適

切に療育出来るように支援内容を設定してお

ります。

各ガイドラインやマニュアルなどいつでも見

られるように整理しており確認しながら、個

別支援計画の支援内容が適切かの見直しを

行っている。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

6

毎日のイベントや療育の内容を皆で話し会い

ながらチームで行っている。また、その日の

担当を決めリーダーシップを図る。

朝礼で、1日のスケジュールを確認するが、全

員の方向性の統一化が必要

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

6

固定しないようにイベント表を作成し利用者

にもっとも必要な運動や療育を取り入れ、お

子様に様々な体験を行ってもらいます。

毎日のイベント表に沿った内容で遊びを入れ

ながら楽しく療育が行えるように工夫し行っ

ている。
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19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

6

利用者様の特性に応じた個別活動と集団活動

が出来るようにスケジュールを組み毎日行っ

ています。

個別活動への職員の関わり方（支援・声掛

け・見守り）について組織的かつ計画的にそ

の方法を決定し、職員全員に周知する必要と

感じている。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 6

毎日朝礼で、スケジュールや利用者様の支援

を確認し職員で連携が取れるように行ってい

る。

本日行う支援について話し合いを朝礼で行

い、終礼で子ども達の様子や支援について振

り返りを行っている。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

6

終礼時に、支援内容や利用者様の様子などを

振り返り、気付いた点など共有し次の支援に

繋げられるように行っている。

事故に発生しやすい事例等をヒヤリハットで

確認しながら事前に防げるように対策や環境

を整えるように柔軟に改善と考えておりま

す。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。

6

毎日の支援が個別支援計画書に添って行われ

たかを支援計画書に記入し、その日にあった

事柄についても記入するように行っている。

行った支援について利用者様に個別支援計画

書に沿って行われたかをなど５領域について

どのような支援を行ったのかを記録し、支援

の検証・改善に繋げる。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
6

定期的にモニタリングを行い個別支援計画書

の見直しを行っている。また、職員からも支

援の様子を聞き適切な見直しを行っている。

職員の話しやモニタリングを行い利用者様の

最善な利益が持てるように個別支援計画書の

作成を行っている。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
6

お子様の自立に向けて、4つの活動を心掛け

複数に組み合わせ、それぞれのお子様に

適切な支援を行っております。

支援後の記録を見直し、共有認識を行い、次

のステップに繋げていき、支援の統一化を

図っていく。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
6

将来の自立に向けての支援計画を作成し、

お子様が自分で考えて選択し工夫して、決定

していける力を育んでおります。

職員の支援に対して、考え方や捉え方の違い

がある為、統一化を図っていきます。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
6

関係機関との担当者会議等を行い、利用者様

の状況を話し合い連携をとっている。

カンファレンス等で利用者様の様子や困り感等を

スタッフと話し合い、その状況を各関係機関に報

告していきたいと考える。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
6

協力機関の病院に怪我をした場合など連絡を

行い対応をして頂いている。

利用者様の行きつけの病院がある場合は保護

者様に相談のうえ対応をお願いしている。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。
6

学校情報は保護者を通じて保護者との間で

行っている（お便り・時間割など）。学校に

伺った時には、出来る限り先生とお話する時

間を取って、情報共有を図っている。

利用者様の利益を尊重し、各関係機関などと

状況を報告しながら行っていきたいと考えま

す。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
6

就学時の移行については学校担任や関係機関

と状況を共有しながら相互理解を図ってい

る。

就学時の移行については、関係機関と状況を

共有出来るように保護者様了承のうえ行って

いる。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。 6

相談事業所さんへ通じて、支援内容等の情報

を提供を行っております。

このような機会があれば行っていきたいと考

えます。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
6

研修のご案内など頂きます。必要に応じて参

加させて頂いております。

お話する機会など、頂けると有難いです。必

要に応じて参加させて頂きたいと思います。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
6

お買い物支援や交通機関などの活動を通じ

て、間接的に障害のないお子様と触れ合う機

会はある。

保護者様のご意見で、交流を望まない声もあ

りますので慎重に行っていきたいと思いま

す。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

6

協議会などの開催のお知らせを頂き、出来る

限り参加させて頂きたいと思います。

今後も、積極的に行っていきたいと思いま

す。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。

子どもの状況を、必要に応じて伝え合ってお

ります。また、連絡帳・ネットワーク・送迎

時の面談等で情報共有を図っております。

お子様の課題について、共通理解を図り解決

方法など、情報共有に図っていきます。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 

ペアレントトレーニングの情報提供は行って

いる。

自ら進んで情報収集はしていない。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。

利用契約の締結時には、保護者様に合わせた

口調で丁寧にお話させて頂いております。

分からない事や何か相談があればお気軽にお

声を掛けてください。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

会議などを通して、お子様や保護者様の意思

の確認・尊重し、お子様の最善の利益の優先

考慮の観点を踏まえて機会を設けておりま

す。

十分な話し合いを行える機会を設けていきま

す。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

計画書の丁寧な説明を行い、保護者様の確認

と同意のもと、サインを頂いております。

お子様や保護者様にも、分かりやすい計画書

を心掛けていきます。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
6

ご相談頂ければ、素早く相談に適切に応じ、

面談や必要な助言を行っております。

一人では、適切な助言ができない場合は、事

業所に持ち帰り職員と話し合いの場を儲け、

適切な回答を行っていきます。
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40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。
6

保護者会や家族参加型のイベントを開催し、

保護者様やお子様、兄弟同士の参加を行い、

交流を図っております。

今後も、検討していき事前にお知らせを行っ

ていく。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。 6

迅速かつ適切な苦情対応にあたっている。 職員間でも、適切に苦情解決に努め、情報改

善の統一に図ります。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。 6

毎月のお便りやイベント表など配分し、ま

た、インスタなどでも活動内容なども公開し

ている。

インスタやブログなどの定期的な発信を心掛

けていきます。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

6

個人情報が記載されている文書は、鍵付きの

ロッカーで保管しております。破棄する文書

では、シュレッターを使うなど、個人情報の

取り扱いには十分な注意を図っております。

保護者様にも、個人情報の取り扱いには事前

に十分な説明を行って参ります。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
6

相手に合わせた言葉の使い方や見える化など

を考慮した伝達を配慮しております。

情報伝達が受け身にならないように心掛けて

いきます。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
6

老人の日には、お子様達がお守りを作り近所

のお年寄りの方にお配りをしました。

機会があれば参加していきたいと思います。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。
6

各研修を実施し、各責任者を立てて委員会な

ども開催し、訓練なども行っております。ま

た、その内容など、お便りや保護者会などで

も周知し、情報共有に図っております。

今後も、分かりやすく丁寧な説明を周知して

いきます。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
6

BCPを策定し、災害が発生を想定しての訓練

を行っている。

定期的にお子様達と避難訓練を行っていきま

す。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
6

事前に、情報交換しながら、お子様の状況を

確認し支援を行っている。

保護者様との情報交換をさせて頂き、連携を

取らせてもらっております。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
6

アレルギーがあるお子様は、確認を行い医師

の診断や指示に基づき対応しております。
保護者様との情報交換をさせて頂き、連携を

取らせてもらっております。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
6

安全計画を作成し、必要な研修や訓練、その

他必要な措置を講じる等、安全管理が十分行

き届いた中で支援に努めております。

安全管理が十分に行き届いているか。定期的

に見直しを行っていきます。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
6

緊急連絡先やネットワークツールを通して、

連絡手段をとり周知している。

緊急の場合は、直ぐに連絡がとれるように、

宜しくお願い致します。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
6

ヒヤリハットの事案を検討し、再発防止に努

めております。

その都度、小さな気づきをヒヤリハットの書

類に記入し提出を、心掛けていきたいと考え

ます。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
6

虐待防止の為、定期的に研修を参加し、委員

会開催する。適切な対応に努めております。

職員間での周知、共通認識に努めていきま

す。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。
6

現在は、身体拘束が必要な利用者様はいませ

んが、身体拘束の研修に参加し、認識を行

う。組織的に決定し、事前に十分に説明し了

解を得た上で、記録に残していきます。

職員間での十分な話し合いを行い、情報共有

し、必ず記録を残していきたいと考えます。
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